
本日の例会

   ９月３日　例会報告 

司　　   会　　　　　　　　鈴木会員 

開会点鐘　　　　　　　    石塚会長 

ロータリーソング 

ソングリーダー　　　　　加古会員 

会員総数    　　　　　　　 27名 

出席規定適用者数    　 21名 

本日の出席者総数    　 22名 

〃　免除者出席数      　5名 

本日の出席率             84．62％ 

ゲスト：武田 幸雄 様　卓話者/板橋フレンドセンター 

                                 (板橋三中元校長) 

          高田 由美 様　地区RYLA委員長 

                             東京板橋セントラルRC 
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【珠玉のことば PartⅡ】
「やったことは例え失敗しても、20年後は笑い話にできる。しかし、やらなかったことは、
20年後には後悔するだけだ」
代表作『トム・ソーヤーの冒険』で知られるアメリカの小説家マーク・トウェイン(1835-1910)が言いまし
た。相田みつをに、「やれなかった、やらなかった、どっちかな」という言葉があります。有限な時間の中
で、どのように生きるかを考えさせます。                                                                                （小泉博明）
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3124回

次回の例会 

会長報告

幹事報告

第３回理事会報告 

１． 国際ロータリー為替レート（2026年９月）

     　1.00ドル当たり　　16０円　

２．東京池袋西RCオープン例会のご案内

      2026年10月19日（月）

      受付開始　17：30から

      例会時間　18：00～20:30

      お食事 18：30～

      講 演 会　19：30～20：15(45分)

      閉 会　20:30

      会場：ホテルメトロポリタン 3階 「カシオペア」

      卓話者：株式会社サンドライ代表取締役社長

              　高橋典弘　様

3.事務局出勤日

    次週出勤日：９月８日（火）、９日（水）、10日（木）

    連絡対応時間帯：10：００～16：00

９月10日（木）１２：３０～１３：30　　　

  ガバナー公式訪問

公共イメージ向上委員会　：　委員長　宮部会員、副委員長　長尾会員、委員　小代会員、小泉会員、榊原会員、鈴木会員、山本会員 

受　付 ： 三林宏幸会員‌   ‌小代順治会員‌   ‌鈴木孝雄会員‌   ‌宮部一弘会員 
司　会 ： 鈴木孝雄会員　ニコニコ ： 横山晴夫会員　　 
写　真 ： 長尾益男会員　ソングリーダー ： 加古博昭会員 

9月 

会長：⽯塚丈晴 幹事：加古博昭 RI会長：オラインカ･ハキーム･ババロラ      第2580地区ガバナー：谷⼀文子 

東京池袋豊島東ロータリークラブ 

9月17日（木）１２：３０～１３：30　　　

  落   語

  卓話者：高村光朗　様

            高村紙業㈱　代表取締役社長

２．『ロータリーの友』9月号のご紹介

  ・今月はロータリーの友月間です。

  ・ババロラRI会長のメッセージ、ジェニファー・ジョ

    ーンズロータリー財団管理委員長のメッセージ

  ・友地区代表委員のコメント

３．バギオだより第116号のご紹介

  ・2026年７月18日(土)の前川会の記事掲載。

  ・港区赤坂1丁目のARK HILLS CLUBにて

   前川昭一パストガバナー（バギオ基金元会長）

   の99歳白寿の誕生日を有志の方でお祝い。

  ・前川パストガバナーのおかげで18年前の2008

   年７月に「バギオだより」が創刊されました。

  ・来年は、100歳百寿。これからもお元気で我々を

    見守ってください。

東京池袋豊島東ロータリークラブ

２０２６－２０２７年度第３回理事会議事録

日地；２０２６年９月３日１１時～１２時１０分

会場；ホテルメトロポリタン３Ｆ「光」

出席者；石塚会長、高木副会長、鈴木SAA、

細田会計、小泉理事、山本理事、小代理事、

森川理事、榊原理事、加古幹事

報告事項

① 加古幹事より２０２６－２０２７年度８月

    会計報告。

② 国際ロータリー為替レートの９月は

    １＄１６０円。

③ ９月、１０月、１１月の例会日程が加古幹事

   より説明があった。

審議事項

④ 名誉会員選任の件について、７月理事会で

    継続審議となり石塚会長より廣内世英さん

    と渡邉裕之さんの２名の方の推薦があり

    全会一致を承認された。

    次年度名誉会員選任については今年度

    年度末の合同理事会で審議することと

    なった。

    理由として、年度が替わったあとになれば

    就任が年度の途中となるため任期が１年と

    ならない。

    また各審議において、会員身分の審議の

    ため全会一致か多数決は都度審議にて

    決定する。

⑤ ロータリー財団、米山奨学事業の寄付金伺書と

    寄付金請求書については、希望する会員のみに

    発行する。

⑥ ９月１０日ガバナー公式訪問時のクラブ協議会の

    進行について確認した。

  １． 会員を増やすために取り組んでいることまたは

      これから計画していること

      １の報告は長尾益男会員増強委員長

  ２． 奉仕活動・親睦活動について特に地域に対する

       奉仕、国際的な奉仕について

      ２の報告は山本伸也社会奉仕委員長

  ３． ポリオ根絶への取り組み

      ３の報告は佐藤美枝子ロータリー財団委員長

  ４． クラブ戦略計画の策定について

      ４の報告は榊原一久クラブビジョン委員長

  ５． 青少年・青少年交換についての取り組みについて

      ５の報告は森川義基青少年奉仕委員長

  ６． 帰属意識と参加促進について

      ６の報告は石塚丈晴会長

⑦ ２０２７年度カルタ大会実施の予定に伴い、カルタ

    を新しく１００セット作成の提案が、山本社会奉仕

    委員長よりあり予算化されていないため社会奉仕

    委員会の委員会費の赤字が避けられない見通し

    であると発言があった。１００セットについては発注

    し、まずは社会奉仕委員会費の２０万円のなかから

    先に充当する。

    不足が生じたときに、鈴木孝雄会員より御協力の

    あった２０万円と小林征夫会員の１０万円のニコニコ

    で補填する。それでも不足が生じた際は、再度理事

    会にて対応を協議する。

⑧ 支出の決済についての質問が、森川義基理事から

    あり、資金の決済、会計処理方法、赤字予算の解消

    に向けて石塚会長より今後実行すると発言があり

    理事全員で確認した。                           

以上

１. ガバナー月信2026年9月号のご紹介

  ・基本的教育と識字率向上：日本には不登校の

   子どもが35万４千人。ロータリアンが子どもたち

   の教育のためにできることはまだたくさんあります。



R o t a r y  C l u b  o f  T o k y o  I k e b u k u r o  T o s h i m a  - E a s t ‌  R o t a r y  C l u b  o f  T o k y o  I k e b u k u r o  T o s h i m a  - E a s t ‌  

ニコニコ 

卓話 

地区RYLA委員会より 

【卓話者紹介】　　

　武田幸雄、元板橋区立第三中学校校長、現在板橋フレンドセンター所員

　４校20年間にわたり校長として学校経営にあたる。「校則の一本化」「標準服の男女別撤廃」「生徒の第

三の居場所新設」「宿題の廃止」「端末を活用した授業革新」「部活動の土日祝日の休養日化」などの改

革を推進し、「カリスマ校長」と言われた。

　校長であっても、教育委員会などの指導がある中で、新たな挑戦は教職員だけではなく、ステークホル

ダーの保護者、地域住民の理解が必要となる。このような重圧を跳ねのけ、官僚制的な先例主義を取り

除き、次々と改革を実行した武田先生の熱量に敬意を表したい。また、2030年度実施の次期学習指導

要領も間もなく発表され、こどもが主体的に学び、考える、探求的な学習が進んでいくであろう。

　なお、著書に『AIには書けない！未来へ贈る校長講話』（彩流社）がある。

（小泉博明）

卓話者  武田幸雄　様

 板橋三中元校長、

現板橋フレンドセンター

卓話者 武田幸雄様の卓話謝礼ご辞退を受け、

全額ニコニコとさせていただきました。

本日の合計額： 30，０００円

今年度ニコニコ累計額：200，00０円

【卓話要旨】　

令和6年度の不登校児童・生徒数（小中学校）は35.4万人となり、12年連続で増加し過去最多となりま

した。私（武田）は、平成29年に板橋区立板橋第三中学校に校長として着任し、今年３月に任期満了退

職するまで９年間にわたり同校で校長として勤務いたしました。その間には学習指導要領の改訂やコロ

ナ禍など様々な教育変革期がありましたが、私にとっては先の不登校生徒の増加もその１つでした。

　個別相談や家庭訪問等、現場の教員は打てる手を打って不登校生の支援にあたりましたが、全国デー

タが示すとおり増加傾向に歯止めはかかりません。そこで、私がそれまでにない手法として設置したのが

SBSルームでした。この部屋では、勉強を強要されることもなく、基本的に生徒は自由に過ごせます。イラ

ストを描いたり、タブレットで動画を視聴したり、友達とおしゃべりに興じたりと、訪れた生徒は思い思い

の過ごし方を選択できます。もちろん、この部屋で自学自習に取り組む生徒もいました。この部屋を設置

した理由は、私なりに分析した不登校の端緒が、大きく「勉強嫌い（学力不振）」と「集団嫌い（対人関係）」

の２つに大別できたからです。そのため「勉強しなくていい部屋」「人と関わらなくていい部屋」を設けよう

と考えたのです。

　SBSの意味は「STEP BY STEP（一歩ずつ・少しずつ）」の略です。今やこの部屋は「新たな不登校を

生まない部屋」として機能し、生徒にとって家庭でも教室でもない第３の居場所となっています。

　（武田幸雄）

「新たな不登校対策・SBSルーム」

地区RYLA委員長

 東京板橋セントラルRC

高田 由美 様 

RYLAとは、ROTARY YOUTH

LEADERSHIP AWARDSの略語で、ロータリ

ー青少年指導者養成プログラムのことである。

高田由美地区RYLA委員長から、ロータリーの

青少年活動、そしてRYLAセミナーの意義につい

て説明があった。

このセミナーに参加することで、「コミュニケーショ

ンや問題解決のスキルを磨く」「学校や地元地域

で活躍できるリーダーとなる方法を発見する」「地

元を動かすリーダーによる指導、意欲を高めるよ

うな講演、仲間との交流を通じた学び」「楽しみな

がら、生涯続く友情を培う」などが可能となる。

当クラブから、第７回RYLAセミナーに朱正匯ロ

ーターアクトクラブ会長が参加する。なお、ロータ

リアンは参加できなくとも、登録のみ（現地参加な

し）3,000円へのご支援、ご協力をお願い申し上

げます。                                  （小泉博明）

【国際ロータリー第2580地区

第7回 RYLAセミナー

「共に生きる（共生）とは」のご案内】

・2026年10月10日（土）～12日（月） 

   受講生は2泊3日の全日程参加

・国立オリンピック記念青少年総合センター

平素はRYLA（ライラ）委員会の活動に格別なる

ご指導、ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。

2026-27年度に開催する第7回RYLAセミナー

は、テーマを「共に生きる（共生）」としました。

多様性を尊重し、協働的に課題を解決し、一生涯

の友情を育むセミナーを目指しております。

例年、現地では、受講生が成長する姿に感動いた

します。

受講生の対象年齢は18歳から30歳くらいまでと

し、ロータリアンのご家族、事業所の社員、お知り合

いの学生のみならず、ROTEX、ローターアクター、

米山奨学生なども対象としております。日程は例年

より早く10月の三連休に実施いたします。

実際にセミナーに参加できない会員の皆様にも、

ぜひ「登録のみ」という形でご支援をいただきたく

お願いいたします。皆様のご協力とご支援なしには

セミナーの成功はありません。

皆様のご協力を心より願っております。

地区RYLA副委員長 小泉博明会員

[著書『AIには書けない！

未来へ贈る校長講話』

（彩流社）]☛
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